　　年　　月　　日	Comment by 牟田　和彰: 見積日（複数見積の場合は古い方の日付）と同一にしてください。
選　定　理　由　書	Comment by 牟田　和彰: 役務契約で相見積がある場合は選定理由書は不要です。その場合は仕様書のみ作成ください。
新領域創成科学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選定委員
〇〇専攻　教授　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇〇専攻　教授　　　　　　　　　印

〇〇専攻　准教授　　　　　　　　　印

下記のとおり選定しましたので報告します。

記
1， 件名

2， 仕様・規格

3， 製造者／契約相手
-物品の場合は(販売代理店ではなく)製造者、役務の場合は契約相手を記載ください。

4， 選定理由（使用目的との関連を含む）

-以下の流れで文章を構成してください。
（研究目的等）
（当該装置（役務・製造)の必要性）
（それを達成するために必要な性能、機能）
（装置（役務・製造）により期待される成果）
（「以上より、○○（装置名等）を選定する」）

・役務において相見積等が取れない場合はその理由（特許、特殊技術等他ではできない等）を記載ください。

